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学術論文

定家の「野外柳」の歌をめ
ぐって―定家の作意と後鳥
羽院の解釈―

単著 2014年12月 龍谷大学大学院文学研究科紀要
編集委員会，『龍谷大学大学院
文学研究科紀要』36号

定家が後鳥羽院の勘気を蒙った承
久二年
（1220）の「野外柳」の歌につい
て、院勘の原因を論じた。道真詠
を本歌とする当該歌の表現と、母
の二十八回忌に際して詠まれたと
いう詠歌事情からは、一貫して
「亡母追悼」の作意が読み取れる
が、一方で後鳥羽院は当該歌を、
道真を媒介として自身の不遇を述
べた歌であると解釈していたこと
を指摘し、それが『新古今集』に
おいて道真の復権を企図していた
院の勘気に触れたのではないかと
論

143-156

定家と「ふしまちの 月」―
歌語の取材源としての『源
氏物語』注釈―

単著 2015年2月 龍谷大学国文学会,『國文學
論叢』60輯

定家の『源氏物語』注釈書『奥
入』の若菜巻に見える「ふしまち
の月」の語注について、その意味
を考察した。「ふしまちの月」の
語は物語には用例があるが、和歌
においては定家以前に少なく、歌
語とは認識されていな かったこ
と、また『定家小本』にも「ふし
まちの月」に注目した歌群の例が
あることを指摘し、定家の『源氏
物語』注釈が単なる引歌
の指摘や語釈に留まらず、歌語の
拡充を図る取材源としての役割を
も有していたことを論

1-14

『最勝四天王院障子和歌』
定家詠の構想―
〈文化的理想空間〉を創出
するための和歌―

単著 2016年2月 龍谷大学国文学会,『國文學
論叢』61輯

承元元年（1208）に後鳥羽院が発
案し、定家が具体的に企画した
『最勝四天王院障子和 歌』にお
ける定家詠46首の構想について考
察した。堂舎内における障子絵の
配置や、絵の細かな指定などを監
督したのが定家であり、連続する
「双」の障子の設定など、院の理
想を具現化するために周到に計画
されていたこと、また詠進した定
家詠は、歌書として配列された際
に、障子絵の配置と相関的に意味
づけされるよう詠み出されている
ことを指摘し

98-125

「恋の山路」考―定家の古
歌受容をめぐって
―

単著 2016年3月 文藝談話会,『古典文藝論
叢』8号

『奥入』において定家が「引歌」
として引く出典未詳歌「いか許こ
ひの山ぢのしげゝればいりといり
ぬる人まどふらむ」（若菜巻）に
ついて、定家の意図を考察した。
特に『源氏物語』本文にある「恋
の山路」の語に注目 し、『源氏
物語』以前にほぼ用例の見られな
い語であること、一方で定家の周
辺では物語に関わる文脈で用例が
見られることを指摘 し、定家が
古歌を参照しつつ、『源氏物語』
の文脈にあわせて新たに「引歌」
として古歌
を再生させた可能性を論じた。

41-48
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建仁三年「大内の花 見」の
定家詠―定家における「後
鳥羽院歌壇の始発」―

単著 2017年2月 龍谷大学国文学会，『國文
學論叢』62輯

建仁三年（1203）の「大内の花
見」での定家詠は、従来『後鳥羽
院御口伝』の記事から
「述懐歌」と解されてきたが、当
時昇進直後の定家に述懐歌を詠む
必要はなく、家集『拾遺愚草』に
おける配列からも「述懐」と読む
のは難しいこと、歌の表現が正治
元年
（1199）「大内の花見」での詠歌
を先蹤としていることを指摘し
た。結論として「後鳥羽院歌壇の
始発」を寿ぎ、そこに参加できる
こ
とを喜ぶ詠であると論じた。

76-93

定家の歌語意識と改作
―「閨の月影」の歌をめ
ぐって―

単著 2018年4月 和泉書院，『言語文化の中
世』，藤田保幸編

建久四年（1193）の六百番歌合に
おいて定家が詠んだ「閨の月影」
の歌が、家集『拾遺愚草』では
「床の月影」と改作されているこ
とについて、俊成が「閨」の語を
「不可庶幾」としたことが背景に
あったとの指摘がある。しかし、
同歌合で「閨」を詠んだ別の歌は
改作していないため、その理由を
再考した。結論として、「閨の月
影」は『源氏物語』を典
拠とし当代に広まった語だが、物
語を参照しなければ解釈不可能な
歌となることを脱しよ

111-135

元永元年十月二日内大臣忠
通歌合考―「両 判」という
行事形態をめぐって―

単著 2019年6月 和歌文学会，
『和歌文学研究』118号

元永元年（1118）十月二日内大臣
忠通歌合 は、俊頼・基俊による
「両判」という形式で行われた。
両判者が披講の場に同席したうえ
で行われた歌合の例は平安期にお
いて例のない特殊なものである。
俊頼・基俊はこの歌合の時点では
忠通家歌壇での歌合への参加実績
が少なく、忠通は当代有力歌人の
両者を判者として招聘し、当座で
は最終的な判定を下さず、後日両
者に判詞を提出させて、今後の忠
通家歌壇を指導する立場としての
「判者」を選定しようとしたと論
じた。

32-46

「奈良花林院歌合」の詠歌
表現

単著 2019年12月 古典ライブラ リー，『日本
文学研究ジャーナル』12
号，中村文・安井重雄編

天治元年（1124）春に興福寺の歌
僧・永縁が催した「奈良花林院歌
合」における興福寺僧たちの詠歌
表現を検討し、基本的に彼らが京
都の中央歌壇と同様に、万葉語の
摂取、口 語・俗語的表現の使
用、新たな典拠の開拓など、新奇
な歌語や趣向を求めて詠んでいた
こと、特に歌合催行の当地である
大和国の歌枕を積極的に詠もうと
していたことを指摘し、奈良歌壇
という地方歌壇でも、京都の中央
歌壇と同様の意識が持たれていた

47-61



大学入学共通テスト・古文
の対策と指導

単著 2021年3月 文藝談話会，
『古典文藝論叢』13号

2020年度から導入される大学入学
共通テストの古文を受験生に指導
した立場から、プレテストや予想
問題を分析し、複数の資料、特に
和歌を用いた文章が出題される傾
向が強いことを指摘し、そうした
問題への対策と、センター試験対
策から共通テスト対策への導入と
して、神沢杜口『翁草』と森鷗外
「興津弥五右衛門の遺書」を用い
た授業の実践について

1-15

その他（含.学会発表）

定家の「野外柳」の歌をめ
ぐって―定家の作意と後鳥
羽院の解釈―

2013年4月20日 和歌文学会第111回関西例会
（於龍谷大学）

定家が後鳥羽院の勘気を蒙った承
久二年
（1220）の「野外柳」の歌につい
て、院勘の原因を論じた。道真詠
を本歌とする当該歌の表現と、母
の二十八回忌に際して詠まれたと
いう詠歌事情からは、一貫して
「亡母追悼」の作意が読み取れる
が、一方で後鳥羽院は当該歌を、
道真を媒介として自身の不遇を述
べた歌であると解釈していたこと
を指摘し、それが『新古今集』に
おいて道真の復権を企図していた
院の勘気に触れたのではないかと
論

定家の「大内の花見」の歌
について

2014年4月19日 和歌文学会第114回関西例会
（於京都女子大学）

建仁三年（1203）に催された「大
内の花見」で詠まれた定家詠は、
従来『後鳥羽院御口 伝』の記事
をもとに「述懐歌」と解されてき
たが、当時昇進直後であった定家
に述懐歌を詠む必然性は薄く、家
集『拾遺愚草』における配列から
も「述懐」を読むことは難しいこ
と、また歌の表現は正治元年
（1199）の「大内の花見」での詠
歌を先蹤としていることを指摘し
た。結論として「後鳥羽院歌壇の
始
発」を寿ぎ、自身そこに参加でき
ることを感

『千五百番歌合』の定家詠
に対する顕昭判の姿勢

2015年12月5日 和歌文学会第119回関西例会
（於龍谷大学）

『千五百番歌合』時の顕昭は新風
和歌への傾斜が指摘されている
が、その具体相につい て、新風
を代表する定家詠への姿勢から検
討した。顕昭は旧風・新風のどち
らにも肩入れせず中立的立場から
判を下そうとしたこと、典拠を指
摘する注釈・考証的な加判方法
で、典拠が見出せない場合でも強
引に典拠を指摘する傾向があるこ
と、そうした方法が歌の意味を考
えるうえで有効であると自覚して
いたことを指摘し、結論として、
顕昭は自身の加
判方法の有効性を武器に、六条家
の強みをアピールしようとしてい
たと論じた。



元永元年十月二日内大臣忠
通家歌合  注釈
（一）～（四）

共著 （一） 2017
年3月
（二） 2018
年3月
（三） 2018
年2月
（四） 2019
年3月

（一）文藝談話会，『古典
文藝論叢』9号
（二）文藝談話会，『古典
文藝論叢』10号
（三）龍谷大学国文学会，
『國文學論叢』63輯
（四）文藝談話会，『古典
文藝
論叢』11号

元永元年（1118）十月二日に藤原
忠通が催した歌合について、校訂
本文を作成し注釈（校異・通釈・
語釈）を施した。（一）では時雨
三番（p45-48）・同六番（p53-
58）・同九番
（p64-67）・同十二番（p73-76）
を、（二）では残菊三番（p34-
38）・同六番（p45- 49）・同九
番（p55-57）・同十二番（p62-
65）を、（三）では恋二番
（p102-111）・同三番（p111-
115）を、（四）では恋六番
（p24-27）・同九番（p34-37）・
同十二番
（p43-47）と判奥歌（p48-49）を
担当し、作者略伝の作成や全体の
統一などまとめ役を 担った。

龍谷大学歌合輪
読会

元永元年十月二日内大臣忠
通歌合考

2018年10月7日 和歌文学会第64回大会（於
國學院大學）

元永元年（1118）十月二日内大臣
忠通歌合 は、俊頼・基俊による
「両判」という形式で行われた。
両判者が披講の場に同席したうえ
で行われた歌合の例は平安期にお
いて例のない特殊なものである。
俊頼・基俊はこの歌合の時点では
忠通家歌壇での歌合への参加実績
が少なく、忠通は当代有力歌人の
両者を判者として招聘し、当座で
は最終的な判定を下さず、後日両
者に判詞を提出させて、今後の忠
通家歌壇を指導する立場としての
「判者」を選定しようとしたと論
じた。あわせて、従来ほとんど顧
みられることのなかった当該歌合

地名一覧 2018年10月 明治書院，和歌文学大系
『王朝歌合集』，久保田淳
監修・藏中
さやか他著

和歌文学大系『王朝歌合集』所収
の22種の歌合本文に所見の地名
（歌枕・伝説上の地名・建造物名
を含む）を一覧して索引を作成
し、それぞれの地名について簡略
な解説を付し た。

内大臣家哥合  解説 2021年1月 思文閣出版，龍谷大学善本
叢書
『蘆庵本歌合 集』，安井重
雄責任編集

龍谷大学大宮図書館写字台文庫蔵
の小沢蘆庵本『歌合集』に所収の
「内大臣家哥合」（元永二年
（1119）七月十三日内大臣忠通歌
合）の解説。主に蘆庵本として伝
存する刈谷市中央図書館蔵本・今
治河野記念美術館蔵本・京都女子
大学図書館蔵本との比較を行い、
四本は字句の異同や改行位置など
が一致しているが、龍谷大学本は
誤写や写し崩れが多く、また本来
は別であった二種の奥書を一連の
ものであるかのごとくに読めるよ
うな書き方をしていることを指摘
した。

学校におけるICTの活用と
課題について―国語教育及
び生徒指導・教育相談を対
象として―

共著 2022.3 『高野山大学論叢』57号 新学習指導要領で示されたICT
の活用について、国語教育・生
活指導・教育相談の各視点から
検討した。このうち、主に国語
教育の章を担当し、ICTが「深
い学び」に寄与することを確認
したうえで、多くの機器で縦書
きの問題を解消できていないこ
と、メディア・リテラシーや情
報モラルについての指導が十分
でないことなどの課題を指摘し
た。

溝端悠朗・佐々
木聡・上野和
久・鈴木晴久

93頁～
106頁



奈良花林院歌合の詠歌表
現・補遺―基俊・俊頼・永
縁―

単著 2022.3 文藝談話会，『古典文藝論
叢』14号

2019年12月に発表した「奈良花
林院歌合の詠歌表現」の続稿。
前稿で検討が不十分であった基
俊・俊頼・永縁の詠歌表現とそ
れに対する判詞を検討した。結
論として、基俊・俊頼の詠歌は
それまでにない新奇性を志向し
ていること、それが歌合という
挑戦的な試みを受け入れる場で
あることに起因していること、
そしてその表現が相互批評を経
て後代へ影響を及ぼしているこ
と、一方で永縁の詠歌は比較的
平明で穏当な表現に終始してい
ることを指摘し、京都の中央歌
壇から外れた地方歌壇の歌合で
も、中央と同様の潮流が指摘で
きることを論じた。

1頁～15
頁


